	　　　　　　　　　　研修報告書
	理事長
	所属長

	　所　　属　南山苑　　　職種　介護福祉士　　　　　　　氏名　谷地　奈津子　　　　　　

	　期　　間　　平成　１８年　10月15日　　～　　平成　　　年　　　月　　　日

	　出張目的　　研修

	　出 張 先　　パルルプラザ青森

	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


＜考察＞

シンポジウム「今後の高齢施設の問題点」では、老人保健施設の現状の問題点が挙げられた。どこも抱えている問題は同じであり、在宅と病院との中間施設ではすでに無いこと、老健施設で抱える医療の持ち出し分が多いこと等述べられていた。また、経営が難しくなっていることを話され、厚生労働省の対応も求められた。

　当苑での問題も同様に、病院は急性期を扱う為、慢性期にある高齢者の受け取りをどこも引き受けることがないということ。そこで、食欲不振が続いていたとしても、点滴で対応するのは老健となってしまう。かといってターミナルではないことから、看取りもすることが出来ない。という問題もある。また、要介護度４・５を取らなければ経営が難しくなることも実情にあり矛盾を感じる。今回のシンポジウムでは療養型の経営も厳しいということ、今後療養病床の廃止も検討されており、高齢者の行き場はどんどん狭められていると感じた。

もう一つに、老健は、いまや施設と特養の中間施設であり、老人を在宅で見たいという家族は稀である。施設間を行き来している老人を見るたび、環境の変化を繰り返し、ようやく慣れたと思えば、また他の施設へ行ってしまう。ただでさえ環境への適応能力が低下し、今まで精一杯生きてきた分残された生活をゆったりと過ごすべきはずであるのに、落ち着く場所も与えられない。そんな切ない生活はあってはならないと感じる。

今後の老健施設の役割を再度見直し、現場の実情と合わせた制度の確立が必要ではないかと感じた。制度は何のためにあるのか考えると、少し疑問に残るところがあるが、国の財源の確保の為だけにこの介護保険制度があることはいなめない。そこに老人は頭に入れられていないのではないかと疑問である。

制度の上手な活用が今後求められるが、老健はどうなってしまうのかと不安になってしまう。

































































































